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A  3 コ ーン 油･ ラ ード 混 合 油脂投 与 に よ る生 体各 組 織脂 肪 酸パ タ ーン の変 動
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目 的　 生 体 内脂 貫 代謝 は 食餌 指貫 の 質的 量 的 影響 をう け変 勣 す るこ とか 知 ら れて い る． 今 回、 演者

等は 摂 取脂 貫 中の 望 まし い 脂肪 酸 比 率を 追求 す る 一環 として 、 脂 肪 酸組 成の 著し く異な る２ 種の 油脂

を 一定 の割 会で 混 合し 、 飽 和脂 肪瓊（SFA    ） 、 一価 不飽 和脂 肪 酸（HUFA ）及び 多 価 不飽 和 脂肪 酸（PU

FA) の 比 率を 段階 的 に変 化 させ た 鳩合 の それ ぞ れの 組 織に おけ るIS  It代 謝変 動、 とく に佃 々 のJg 肪酸
の変 動 パタ ーン に 対 する 関 連性 を知 る ため に 笑験 を行 っ たの で 報 告 する．

方 法　 初 体重 約1    2  0  g のS  D 系 雄 ラット を用 い１ 区 ６匹 とし た.    コ ーン 油と ラ ード の 混合 比 率を

変 え た５ つ の油 脂源 を 各1   0 SK レ ベ ルに 含 ん だ飼 料を 鋼 製し 、３ 週 間 飼育 後、 ネ ンブ タ ール 麻酔 下 、

心臓 より 採 血し た. 肝臓 、革 丸 及び 革丸 周 辺 脂肪 を 檎出し 分 析 に 供し た． 肝 中退 酸 化脂 賓（LPO    ）は
八木 法、 そ の他 の脂 質 の測 定 には キ ット を もち い た． 脂 肪酸 の 測定 は三フ ツ化 ホ ウ素 メ タノ ール法で

メ チ ル化 後 、ガ ス クロ マト グ ラフ( 鳥津G  C  －7  A ） を 用い て おこ なっ た．

結果　 飼料 のPOFA/SFA 比(p/s  it ） か 減少 す るに つ れて 血中 総 コレ ス テロ ール(  IC）、HDL- コレ ス

テロ- ル（HD1.-C   ） 、,PO 及び 肝中,PO は低 下 傾向 を 示し た． また 、血 中・ 肝 中ト リ グ リ-fcラ イド （

10 ）及 び 血中 リン 脂 質(PL) はP/S 比か1.46 で 一時 的に 低 下し 、 血中LPO はP/S 比 か0.73~2.58 で は

有 憲な 変助 を示 さ な かっ た. 革 丸周 辺 脂肪 の 脂 肪酸 パタ ーンはm 科指 質 の脂 肪 酸組 成の 変化 に 対 応し
て 変勤 し、 飼 料IS 貫 の 影響か 大 きい こ とか 認めら れ た．　 華丸 で はP/S 比の 違 いに よ る影 響 を受け に

く く、 各脂ttr酸 は ほ と んど変 勣 を示 さ ず、 他の 組 轍 と蕃 し く異 な る傾向 を 示し た． 血液 と肝 臓 のSFA

とNUFA パタ ーン は 似 か よっ た変 助を 示 し たか.PUFA パタ-
 ンは 異な り 、 血中c 20:4 はP/S 比の 減 少に

伴 いC  18 : 2 に 対 応し て低 下 す るか 、 肝臓 で はP/S 比の 減少 に 伴うc 18:2 の 低下 に かか わり な く
c 20:4 は有 童な 変 動 を示 さな か っ た. 以 上 のこ とよ り生 体

各組 織の 脂 肪酸 の 変 動パ タ ーンは 佃 々の 組
繊AV 爛々 の脂 肪 酸に より 異 なi こ と を認 め た．


